
一 緒に考え7 みません
様々な㊨野で藩郵･し7 い葛パ轟けストせ

､
恕もにJ 組もが碁ちしゃす抽社会｣ 曹考泉よ引

t = = ■ = = = = = ●. = = = = = = = = =

_
= = = = = = = ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 階スタジオホ ー ル
仙台市青葉選 一 蓄町4 丁目‖ ･1【1 4 1 ビル ･ 仙台≡越走禅寺通り鹿島借)

差別をなくし､ 共生社会の

パネルデイ

を目指して!
分野をこ克た

"

生舌にくさ
け

につしl 古語る ､

騰もが書らしやす蛸社会曙実現lこ向けて ｡

●様々な 珊 瑚 す愚 沌 のブギ轟リス′トポー紬皿! 準立国1こ分け, デすス 如 きヨ 謬を行 います｡ 簸途中 棉 剛 を軌 碓 転

儲 軋 を考える○′
■
一組 を考ぇ魯. 【割紬咄榔掴鴎■孟私 附 沌 毒見率｡ 僻 軸 ｣亭響えも コ 一 声す串 t ク ー

新里 宏= 八幡 悦子 小林 純子 飯圭 勉 川村 有紀 沼崎 一 郎
弁■士 八

一 ティ ー 仙台 代膿理 ■ チャイルドライン みやざ 代車 ■ 仙台列 レク 代濃 仙台スピ ー カ ー ズビュ ー

ロ
ー 劃 醐 料 柑

二 √ = ご ∫ こ ヱ 7 i T-~
丁 - こ r ∵ -- : 1 . - 一 J r こ

▼√,･
-

- ; ; ･̀･
･ -~~ .~ ⊥ 〒

_
さ J r e

_
ご一一､一1･▼てチ~ r

▼
て7壬~ r T≡二= ･ ｢ - ニ~~長一こ== ㌧;_

ヽ

条例の会仙台で は ､ 活■に かんすす情報や イベ ン トをメ ー
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★この事菓は｢みやぎ生協こ - ぷほ つ とわ ～ く助成金｣ の助成を受けて実施してい ます｡
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1 9 5 2 年 ､ 盛岡市生ま れ｡ 1 9 8 3 年仙台弁護士会登録 ､ 消費者間題 に横棒的に取組み ､ 日弁連多重債務対策本部事粍局長 など

奉務頻た ｡ 望81 8 年仙台許謹土嚢会長一翌年度目辞津割会轟廿 市民連動でも
■
r反貧歯みや蜜ネ ッートワ ー 到 初代共同 憶 奄宥

め ､ 被災者支援に取り鳩むパ ー ソナ ル サ ポ ー トセ ン タ ー の 代表理事､ ブラ ッ ク企業対策全国井褒団副代表､ 全 国カジ ノ 賭博

場設置反対連絡協轟毒憎義奉務ぬ るめ

八幡 悦子 (やはた えつ こ) N P O 法人ハ ー ティ ー 仙台 代表理事 ｢女性｣ を考える｡

暴力被害女駄 童lこロV 被害者 i性暴力被害者のサポ ー ト活動に取 u 組払 2一輝 酔こ女性弁壌土ぬ呼ば酎ナ剖まu めた 優性

の た めの 離婚相談J を き っ か けに ､ セ クハ ラ裁判支援等を行い ､1 6 年前か らシ ェ ル タ ー

の 運営を 開始｡ ス タ ッ フの 大半がD V

サバ イバ ー

で お り ､ D V と賛泊に つ い て グル ー プ で話 し合う｢ しん こ き ゆ う タイ ム｣ を主体に講劃す る. モ ッ ト ー はrェ払雫な耶

を必要なうち しよ う｣ ｡

小林 純子 に ばやし じゆ んこ) N P O 法人チ ャ イル ドラ イン みや ぎ 代 無 事 ｢子どもの権利｣ を考える ｡

子 育て 中にN P O 活動 に 関わ る ｡ 1 9 9 8 年 ､ 米Eil で N P O 研 修 を 受け た こ と を き っ か け に ､ 子 ど も の 権利擁護 を 目 的 と して

N P O 団体を設立､ そ の後仙台市指定管理兼1 胃の｢子育てふ れ あい プラ ザの びす く仙台｣ の 運営や 児童館の指定管理などを

手掛酢 鮎･芝8 01 年 に子ど屯電削 ぎ や イルドライ･診み や ぎ｣ 蜜設血 現在に蜜 凱 東日本兼帯･災簡は 替れ赤で喝ネ ッ.
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クを生か し ､ 被災地の 子ども支援 を行 っ て い る ｡

飯室 勉 如 し､ むろ つ とむト 仙台 列レク 代ホ ｢薬物依存｣ を考える ｡

里施遜専一 麻 布生家 れ｡ 1 4 年簡薬物を捷用し続け一生苦 るこ止も死めこ と もで 童なくな っ て い た時｢ダルアプログラ ム｣ と

出会う｡ 1 9 9 8 年 ､ 仙台ダル ク 代表就任｡ 以来､ 薬物依存者と共 に歩み矧 ナて い る ｡ 現在､ 宮城県薬物相談指導員(塩t 保健所･

非常鄭 ､ 薬物暁止戦痕推進衰轟要義8 雫観 山形爾刑務所の民間協力者も寮め私 薬物予防啓発欝蘭 綱 澗瑚国蓉超え隻怒

れ を生き甲斐と感 じて い る｡
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1旅行｡ 東学時粍に硫章失調症と顧漸モれ諸般錘にわ

た る入院生活か ら､ 人生や 自分の可能性を見失い か け てい た 机 2 0 0 9 年 に仙台ス ピ ー
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立場の市民 へ 向け て､ 楕神疾患 ･ 精神 し ょ うがい の誤解や偏見 の解消 と､ 正 しい知識の普及啓発の た め に 自らの 体廟を語る

講演應蘭 を桶力的に行 っ てい る ｡

沼崎 一 腰 蝕 ま透き いちろ 剖 / 豪北大挙式掌僑漉学研究料′教授 コ ー ディネ ー タ ー

ミ シ ガ ン 州正大大学院修了( Ph ｢〕) } 東北大文学部潮風 ､ 助教授をぼ て ､ 2 0 0 4 年 よ り現職_ 専攻
は文化人難字､ 索′ ジ ア研究､

人権論､ 男性 学｡1 9 9 7 年よ り､ キ ャ ン パス ･ セ ク シ ュ アル り＼ラス メ ン ト全国ネ ッ トワ ー ク東北ブロ ッ ク 代表と して ､ 性暴力

被害者幻衰痍涛動に駿U 細説 最近臥 ド鬼ス 責確･ツ タ ･ バイ オ心 ツ潔 と児童虐待の被害者支援, ア ドヴ才力か′
一 活動にも従

事｡ 著t に｢台湾社会の 形成と変容｣ (東北大学出版会､ 2 0 1 4 年) な ど ｡

私た号｢条例の金仙崩｣ の日超す毛 軋
理由は様々で すが ､ 心 身 の 職能障害から生じ る社会 で の 不利 性 きにく さ) を解消するため に ､ 障害 ､ 差 別･ 虐

待､ 生活
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社 会環境の中 にあ る障壁( バリ アl に つ い て 一

緒 に考え､ 仙 台市民の理隕を亭 に ､ 譜 も差別しな い ､ され

ない まちづくりを進め る こ とを目的とした条例制定をめざして い ます い

こ の条例 は ､ 将来 に 渡りさら に多く の市民 に｢仙 台市 は人にやさし く ､ 住 みやす い｣ と恩憲をもたらす こ とで

しょうく. この 機会に ､ 障 害が特別なもの ではな い こ と､ 社 会の中に ある障壁や差別､ 虐待に つ い て 一 緒に考え て ､ =

弛もが住みやすい仙台市となるよう
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